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柳
瀬
正
夢
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
の
制
作
動
機　
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東
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柳
瀬
正
夢
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」 

の
制
作
動
機

―
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
と
カ
ミ
ソ
リ―

山
本
陽
子＊

序

　

柳
瀬
正
夢
の
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
は
、
奇
妙
な
存
在
で
あ
る
。
大
正
十

二
年
（
一
九
二
三
）
の
マ
ヴ
ォ
第
一
回
展
に
出
品
さ
れ
た
こ
の
油
絵
は
、
大
正
新
興

美
術
運
動
の
代
表
作
に
も
挙
げ
ら
）
1
（

れ
、
ま
た
柳
瀬
自
身
に
と
っ
て
も
前
衛
絵
画
か
ら

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
へ
の
転
換
期
に
位
置
す
る
、
重
要
な
作
品
と
さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
絵
は
異
質
で
あ
る
。
筆
を
使
わ
ず
に
油
絵
具
を
直

に
キ
ャ
ン
バ
ス
に
押
し
出
し
た
り
、
櫛
で
引
搔
い
た
り
、
安
全
ピ
ン
や
ね
じ
釘
を
押

し
つ
け
た
り
す
る
技
法
と
、
抽
象
に
徹
し
た
表
現
は
、
同
時
に
展
示
さ
れ
た
柳
瀬
の

出
品
作
の
み
な
ら
ず
、
極
め
て
画
風
の
変
化
に
富
ん
だ
柳
瀬
の
全
作
品
の
う
ち
に
も
、

マ
ヴ
ォ
の
同
人
た
ち
の
奇
抜
な
作
品
中
に
も
類
例
を
見
い
だ
せ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
題
名
か
ら
し
て
奇
妙
で
あ
る
。
言
葉
の
意
味
が
摑
め
そ
う
で
摑
め
な
い
。

こ
の
前
衛
絵
画
に
意
味
を
求
め
る
こ
と
自
体
が
無
駄
で
あ
る
と
し
て
も
、
同
時
期
の

柳
瀬
の
、
題
名
の
言
語
感
覚
か
ら
絵
画
を
把
握
で
き
そ
う
な
い
く
つ
か
の
作
品
と
も
、

無
愛
想
に
「
Ｍ
Ｖ
」
と
の
み
名
付
け
ら
れ
た
作
品
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
作
品
の
印

象
に
由
来
し
た
と
考
え
よ
う
に
も
、
緑
・
朱
・
黒
な
ど
の
多
色
で
荒
々
し
く
描
か
れ

た
鋭
角
的
な
画
面
は
、「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
と
い
う
題
名
の
、
一
見
さ
わ

や
か
で
小
市
民
的
な
語
感
と
は
、
結
び
つ
き
が
た
い
。

　

な
ぜ
こ
の
題
名
で
こ
の
絵
画
な
の
か
、
謎
は
解
け
ぬ
ま
ま
人
の
心
を
引
き
つ
け
る
。

結
局
こ
の
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
は
、
柳
瀬
の
作
品
の
う
ち
、
単
独
で
は
最

も
多
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
2
（
た
。
本
論
も
ま
た
、
こ
の
問
題
を
追
う
も
の
で
あ

る
。

一　

作
品
に
つ
い
て

　
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」〈
図
1
〉
は
現
在
、
多
く
の
関
係
資
料
と
と
も
に
寄

贈
さ
れ
、
武
蔵
野
美
術
大
学　

美
術
館
・
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
描
か
れ
て

い
る
の
は
四
四
・
〇
㎝
×
四
四
・
〇
㎝
の
正
方
形
の
キ
ャ
ン
バ
ス
で
、
裏
側
に
は

「
潜
む
暴
力
」
と
い
う
絵
が
あ
り
（
註
2
②
参
照
）、
そ
の
裏
面
を
再
利
用
し
て
描
か

れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
構
成
は
、
尾
崎
（
註
2
⑦
参
照
）
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
油

絵
の
具
が
パ
ン
セ
（
赤
紫
）、
赤
褐
色
、
淡
彩
の
緑
色
、
カ
ラ
メ
ル
（
黄
土
）、
黄
・

黒
・
深
緑
と
い
う
順
で
、
大
小
の
矩
形
の
色
面
が
、
画
面
を
左
回
り
に
大
き
く
転
回

す
る
か
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
こ
と
に
、
こ
の
絵
に
は
筆
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。
萬
木
（
註
2
②
参

照
）
に
よ
れ
ば
、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
や
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
、
絵
具
の
チ
ュ
ー
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ブ
、
紐
や
釘
、
櫛
の
歯
な
ど
を
使
っ
た
四
つ
の
方
法
で
十
数
種
の
異
な
っ
た
効
果
を

作
り
出
し
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
絵
具
を
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
直
に
絞
り
出
す
（
チ

ュ
ー
ビ
ン
グ
）、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
や
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
に
よ
る
タ
ッ
チ
、

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
あ
る
い
は
釘
な
ど
を
使
っ
た
搔
き
落
と
し
（
ス
ク
ラ
ッ

チ
）、
紐
や
ナ
イ
フ
の
歯
な
ど
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
長
短
の
直
線
上
の
盛
り
上
げ

で
あ
り
、「
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
複
数
あ
っ
て
、
じ
つ

に
画
面
の
表
情
を
豊
か
に
し
て
い
る
の
だ
。」
と
評
さ
れ
る
。

　

ま
た
尾
崎
は
、「
こ
の
作
品
で
は
極
力
作
者
の
主
観
的
な
ド
ゥ
ロ
ー
イ
ン
グ
と

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
避
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
い
、
表
面
に
「
釘
、
ネ
ジ
釘
、
マ

ッ
チ
の
軸
、
櫛
の
歯
、
安
全
ピ
ン
」
な
ど
で
の
ス
タ
ン
プ
ィ
ン
グ
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
「
表
面
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
美
し
く
し

て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
作
者
の
意
図
が
働
い
て
い
る
」
と
し
て
、「
作
家
の

主
観
性
に
支
え
ら
れ
た
手
の
行
為
を
排
除
す
る
」
こ
と
で
、「
個
別
化
の
た
め
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
否
定
」
し
よ
う
と
試
み
た
と
考
え
る
。

　

作
品
の
意
図
に
つ
い
て
は
後
章
で
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
は
、
こ
の
作

品
が
キ
ャ
ン
バ
ス
と
油
絵
具
と
い
う
従
来
と
同
じ
素
材
を
使
い
な
が
ら
も
、
正
方

形
の
画
面
に
「
左
回
り
に
」「
転
回
す
る
」
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
点
、
筆
を

使
わ
ず
に
、
絵
具
を
直
接
絞
り
出
し
た
り
、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
や
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
ヘ
ラ
状
の
も
の
で
塗
り
つ
け
た
り
、
搔
き
落
と
し
た
り
す
る

手
段
を
複
数
の
方
法
で
行
う
点
、
絵
具
の
盛
り
上
げ
に
「
釘
、
ネ
ジ
釘
、
マ
ッ
チ

の
軸
、
櫛
の
歯
、
安
全
ピ
ン
」
と
い
っ
た
日
用
品
が
使
わ
れ
て
い
る
点
を
、
確
認

し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
作
品
の
制
作
に
つ
い
て
柳
瀬
の
言
及
は
全
く
な
く
、
柳
瀬
の
こ
の
時
期
の

日
記
に
も
該
当
す
る
よ
う
な
記
事
は
見
い
だ
せ
な
い
。
た
だ
し
、
キ
ャ
ン
バ
ス
裏

の
「
潜
む
暴
力
」
の
絵
が
、
一
九
二
三
年
四
月
九
日
か
ら
十
五
日
に
東
京
丸
ノ
内

ラ
イ
オ
ン
歯
磨
画
廊
で
開
か
れ
た
未
来
派
美
術
協
会
習
作
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
）
3
（

と
か
ら
こ
れ
以
後
、「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
が
展
示
さ
れ
た
マ

ヴ
ォ
第
一
回
展
が
始
ま
る
七
月
二
十
八
日
ま
で
の
短
期
間
に
絞
ら
れ
て
い
る
。

　

マ
ヴ
ォ
第
一
回
展
の
図
）
4
（

録
に
は
、「
五
人
の
参
加
メ
ン
バ
ー
の
出
品
作
品
が
各
一

点
ず
つ
だ
が
図
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
」
た
も
の
（
註
3
参
照
）
と
し
て
、
柳
瀬
が
出
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品
し
た
十
八
点
の
作
品
の
う
ち
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
の
写
真
図
版
が
あ
る
。

ま
た
各
作
品
に
は
売
値
が
付
け
ら
れ
、
小
品
な
が
ら
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」

は
四
八
〇
円
で
、「
イ
ン
タ
ア
ナ
シ
オ
ナ
ル
の
歌
」
の
八
〇
〇
円
と
「
つ
ゝ
ま
し
く

動
か
ぬ
少
女
」
の
一
五
〇
〇
円
に
次
ぐ
高
値
で
あ
る
。
出
品
作
の
う
ち
現
存
作
品
に

あ
た
る
と
思
わ
れ
る
四
点
の
「
Ｍ
Ｖ
」
が
二
〇
円
か
ら
四
〇
円
、
大
き
さ
の
近
い

「
ヤ
ア
失
敬
」（
四
十
五
・
五
㎝
×
三
十
七
・
八
㎝
）
が
一
五
〇
円
と
な
っ
て
い
る
こ

と
と
比
較
し
て
も
、
柳
瀬
自
身
が
か
な
り
の
評
価
を
す
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

二　

展
示
と
作
品
の
向
き

　
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
は
、
一
九
二
三
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
三
日

ま
で
の
浅
草
伝
法
院
に
お
け
る
マ
ヴ
ォ
第
一
回
展
、
お
よ
び
そ
の
直
後
の
マ
ヴ
ォ
小

品
展
（
神
田
・
流
逸
荘　

一
九
二
三
年
八
月
六
日
〜
十
五
日
）
に
出
品
さ
れ
）
5
（
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
柳
瀬
の
関
心
は
マ
ヴ
ォ
か
ら
離
れ
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
挿
絵
、
風

刺
画
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
具
象
的
な
油
絵
へ
と
移
っ
て
ゆ
き
、
終
戦
を
前

に
し
た
死
に
至
る
ま
で
、
再
び
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
た
め
戦
後
、
柳
瀬
正
夢
が
再
び
脚
光
を
浴
び
て
も
、
こ
の
作
品
は
「（
マ
ヴ

ォ
第
一
回
展
の
）
展
覧
会
図
録
に
は
こ
の
題
名
で
写
真
版
が
載
っ
て
い
る
の
に
、
つ

い
最
近
ま
で
「
市
街
地
風
景
」
で
通
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
事
実
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

美
術
運
動
以
前
の
柳
瀬
の
画
業
が
、
い
か
に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
例
証
す
る
も
の

だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。」（
註
2
①
参
照
）
と
浅
野
徹
が
嘆
く
よ
う
に
、
一
九

四
七
年
の
日
本
美
術
会
主
催
第
二
回
日
本
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
の
戦
争
犠
牲
美
術
家

の
特
別
陳
列
以
来
、「
市
街
地
風
景
」
の
題
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
と
い
う
。
一
九
七

六
年
、
東
京
都
美
術
館
の
「
戦
前
の
前
衛
展―

二
科
賞
・
樗
牛
賞
の
作
家
と
そ
の
周

辺
」
の
展
示
後
の
萬
木
た
ち
の
調
査
で
、
マ
ヴ
ォ
第
一
回
展
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
た

柳
瀬
の
写
真
図
版
と
照
合
さ
れ
た
結
果
、
名
称
が
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
に

直
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
八
年
の
愛
媛
県
立
美
術
館
の
柳
瀬
正
夢
遺
作
展
か
ら
で

あ
）
6
（
る
。

　

題
名
と
同
様
に
変
転
し
た
の
が
、
作
品
の
向
き
で
あ
る
。
戦
後
の
展
覧
会
で
は
正

方
形
の
下
辺
を
床
と
平
行
に
な
る
よ
う
に
展
示
さ
れ
、
ま
つ
や
ま
ふ
み
お
編
集
の
画

集
『
柳
瀬
正
）
7
（
夢
』
で
は
さ
ら
に
九
十
度
ず
ら
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
一
九

七
八
年
の
柳
瀬
正
夢
遺
作
展
で
「
傾
け
て
、
ダ
イ
ヤ
形
に
か
け
る
よ
う
に
改
め

ら
）
8
（
れ
」、
こ
の
展
覧
会
紹
介
の
図
版
で
は
い
ず
れ
も
菱
形
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
後
の
萬
木
の
「
解
体
す
る
絵
画―

《
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
》」

（
註
2
②
参
照
）
や
、『
柳
瀬
正
夢　

反
骨
の
精
神
と
時
代
を
見
つ
め
る
眼
』
展
図
録

（
註
2
⑦
参
照
）
で
は
、
ふ
た
た
び
正
方
形
の
各
辺
が
本
と
平
行
に
な
る
配
置
に
戻

っ
て
い
る
。

　

絵
の
向
き
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
絵
自
体
に
具
象
的
な
題
材
が
な
く
、
回

転
す
る
よ
う
に
描
か
れ
（
註
2
⑦
参
照
）、
構
図
に
よ
っ
て
上
下
を
推
定
す
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
サ
イ
ン
〈
図
2
〉
は
現
状
画
面
の
向
か
っ
て
右
下

に
、
斜
め
二
十
五
度
位
の
角
度
で
、
萬
木
（
註
2
②
参
照
）
に
よ
れ
ば
「
お
そ
ら
く

マ
ッ
チ
の
軸
の
よ
う
な
小
さ
な
四
角
い
断
面
の
棒
で
」
朱
色
の
点
を
連
ね
て

「M
V

」「M
açam

e

」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
サ
イ
ン
の
角
度
は
床
に
平
行
と
も
斜
め

と
も
言
い
が
た
い
の
で
、
サ
イ
ン
を
下
に
し
て
展
示
す
る
に
し
て
も
、
正
方
形
の
ど

ち
ら
の
下
辺
を
床
と
平
行
に
す
る
か
、
角
を
下
に
し
て
ダ
イ
ヤ
形
に
す
る
か
の
選
択

と
な
る
。

　

ダ
イ
ヤ
形
に
展
示
し
た
の
は
一
九
七
六
年
、
東
京
都
美
術
館
の
「
戦
前
の
前
衛
展

―

二
科
賞
・
樗
牛
賞
の
作
家
と
そ
の
周
辺
」
の
時
で
、
萬
木
と
当
時
の
保
管
者
で
遺

族
の
柳
瀬
信
明
が
「
通
常
の
天
地
（
上
下
）
感
覚
を
否
定
し
て
不
統
一
に
活
字
を
組
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む
」
雑
誌
『
マ
ヴ
ォ
』
の
感
覚
か
ら
、
サ
イ
ン
が

下
の
角
に
来
る
ダ
イ
ヤ
形
の
展
示
が
「
い
か
に
も

「
マ
ヴ
ォ
」
的
で
は
な
い
か
」
と
試
み
た
も
の
と

い
）
9
（
う
。

　

し
か
し
、
マ
ヴ
ォ
題
一
回
展
図
録
に
掲
載
さ
れ

た
そ
の
写
真
図
版
が
、
サ
イ
ン
を
右
下
に
し
て
下

辺
を
床
と
平
行
に
し
た
も
の
と
判
っ
た
こ
と
、
萬

木
の
村
山
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
「
そ
の
絵
は

「
マ
ヴ
ォ
」
の
目
録
に
あ
る
と
お
り
で
、
◇
型
に

展
示
さ
れ
て
い
た
記
憶
は
な
い
」
と
い
う
返
事

（
註
6
参
照
）
か
ら
、
そ
の
後
「
五
月
の
朝
と
朝

飯
前
の
私
」
は
、
サ
イ
ン
を
右
下
に
し
て
下
辺
を

床
と
平
行
に
す
る
展
示
に
戻
っ
た
。
も
っ
と
も
現

点
の
集
合
に
よ
る
矩
形
が
、
な
る
ほ
ど
ビ
ル
の
窓
に
見
え
な
く
も
な
い
。
ま
た
弧
状

の
ス
ク
ラ
ッ
チ
が
高
速
で
回
転
す
る
物
体
の
動
き
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
波
状
の
ス
ク

ラ
ッ
チ
が
都
市
の
振
動
と
騒
音
を
連
想
さ
せ
る
と
言
わ
れ
れ
ば
、
た
し
か
に
そ
れ
も

う
な
ず
け
る
。」（
註
2
②
参
照
）
と
、
こ
の
題
に
引
き
つ
け
て
も
解
説
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
一
九
七
八
年
の
同
展
の
萬
木
の
図
版
解
説
（
註
3
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
左

辺
木
枠
上
方
に
貼
付
の
白
紙
に
「（
13
）
市
街
地
風
景
」
と
赤
鉛
筆
で
書
か
れ
、

「「
市
街
地
風
景
」
と
い
う
題
名
は
、
戦
後
に
第
三
者
に
よ
っ
て
仮
に
付
け
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。」
と
い
う
。

　

で
は
柳
瀬
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
原
題
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。「
画
題
な
ん
て

何
ふ
せ
何
ふ
だ
っ
て
善
い
ん
だ
）
11
（
し
」
と
い
う
柳
瀬
の
、
日
本
の
ダ
ダ
の
代
表
格
で
あ

る
（
註
2
③
参
照
）
マ
ヴ
ォ
展
の
作
品
に
意
味
を
求
め
る
こ
と
が
愚
で
は
あ
っ
て
も
、

「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
は
、
こ
の
時
の
柳
瀬
の
他
の
出
品
作
の
題
名
「
イ
ン

タ
ア
ナ
シ
オ
ナ
ル
の
歌
」「
ヤ
ア
失
敬
」「
帰
国
」「
つ
ゝ
ま
し
く
動
か
ぬ
少
女
」「
夜

明
け
て
立
っ
て
る
扉
」「
曇
天
の
鏡
」「
夜
の
風
景
」「
停
り
」「M

V

・ 1

」「M
V

・ 
2

」「M
V

・ 3

」「M
V

・ 4

」「
下
を
通
る
」「
岡
」「
仮
睡
」「
エ
ム
」「
灯
の
あ
ち
ら
」

の
中
で
見
る
と
異
質
で
、
奇
妙
に
具
体
的
で
小
市
民
的
な
の
で
あ
）
12
（

る
。
こ
れ
は
『
マ

ヴ
ォ
』
創
刊
号
の
に
掲
載
さ
れ
た
、
当
時
の
柳
瀬
自
身
の
詩
の
「
脱
獄
者
と
景
気
」

（
一
九
二
三
、
五
）「
真
実
の
矛
盾
」（
一
九
二
二
、
五
）「
青
の
野
の
光
」（
一
九
二

二―

五
）「
蓖
麻
子
油
の
一
空
瓶
と
男
一
匹
」（
一
九
二
二
、
一
）
や
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ

の
「
資
本
家
の
ヨ
ダ
レ
の
長
さ
」
の
題
名
と
比
較
し
て
も
言
え
る
。

　

そ
こ
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
題
名
が
付
け
ら
れ
た
か
の
理
由
に
つ
い
て
、
種
々
の

仮
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
萬
木
（
註
2
②
参
照
）
は
、「
五
月
の
朝
」
と
い
う
言
葉

が
柳
瀬
に
と
っ
て
「
明
る
い
陽
差
し
に
に
あ
ふ
れ
た
田
園
と
か
、
新
緑
の
山
野
、
静

か
に
き
ら
め
く
海
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
や
は
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
喧
騒
に
満
ち
た
都
市
で
の
生
活
感
覚
が
、
こ
の
作
品
の
土
台
に
な
っ
て
い

在
で
）
10
（
は
、
厚
塗
り
の
絵
具
が
剝
落
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
台
上
に
上
向
き
に
置
か

れ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

三　

題
名
と
主
題
に
関
す
る
諸
説

　

最
大
の
疑
問
が
、
題
名
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
当
初
か
ら
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前

の
私
」
と
い
う
題
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
マ
ヴ
ォ
第
一
回
展
目
録
の
目
次
と
、
写
真

図
版
に
付
け
ら
れ
た
題
名
か
ら
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
題
名
の
付
け
ら
れ
た
経

緯
や
、
そ
の
根
拠
は
一
切
わ
か
ら
な
い
。

　

柳
瀬
の
没
後
、
こ
の
絵
は
一
九
七
六
年
ま
で
「
市
街
地
風
景
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

こ
の
た
め
「
そ
う
呼
ば
れ
て
も
不
思
議
で
な
い
都
市
の
狂
躁
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
未

来
派
的
な
手
法
で
表
現
さ
れ
て
い
る
」（
註
2
①
参
照
）「
一
定
間
隔
に
並
べ
ら
れ
た
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柳
瀬
正
夢
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
の
制
作
動
機　
　
　

山
本
陽
子

る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
」
と
言
う
。
そ
し
て
画
面
中
央
の
「「
3
」
と
い
う
形

（
あ
る
い
は
耳
の
形
）」
と
そ
の
左
斜
め
下
の
半
円
状
に
注
目
し
、
柳
瀬
の
「
こ
れ
ら

同
時
期
の
作
品
に
共
通
す
る
画
面
中
央
の
特
殊
な
形
態
と
画
面
全
体
と
の
関
係
を
、

風
景
画
の
前
景
と
後
景
、
あ
る
い
は
人
物
画
の
人
物
と
背
景
の
相
互
性
の
よ
う
に
考

え
」、「
五
月
の
朝
」
に
対
す
る
「
朝
飯
前
の
私
」
と
い
う
言
葉
を
、
モ
チ
ー
フ
と
背

景
と
の
相
互
関
係
に
置
き
換
え
て
見
る
。
萬
木
は
、
関
東
大
震
災
直
前
の
凋
落
と
勃

興
の
激
突
の
予
感
と
い
う
時
代
意
識
が
こ
の
作
品
の
精
神
的
奥
行
き
に
な
っ
て
い
る

と
見
、「
若
い
柳
瀬
正
夢
の
自
画
像
と
い
っ
て
も
よ
い
」
と
す
る
。

　

一
方
、
野
崎
た
み
子
（
註
2
⑤
参
照
）
は
、
前
年
の
「
未
来
派
の
素
描
」
に

「M
aison

」「M
ain

」
な
ど
の
Ｍ
で
始
ま
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
単
語
が
添
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
、
柳
瀬
の
Ｍ
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」

と
い
う
題
名
を
「m

ai

（
五
月
）、m

atin

（
朝
）、m

oi

（
私
）
と
Ｍ
尽
く
し
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
メ
ー
デ
ー
はprem

ier 
m
ai

と
な
る
の

で
、
こ
の
プ
レ
ミ
ー
ル
が
英
語
で
「
食
事
前
」
と
の
連
想
ま
で
が
湧
い
て
く
る
。
こ

う
な
る
と
こ
の
絵
は
、
む
し
ろ
メ
ー
デ
ー
の
朝
の
緊
張
と
昂
揚
を
表
現
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
な
ど
と
錯
覚
し
た
く
な
る
。
か
つ
て
は
「
穴
明
共
三
」
の
名
で
出
品
し
た

こ
と
さ
え
あ
る
柳
瀬
で
あ
る
。「
メ
ー
デ
ー
」
と
い
う
直
接
的
な
言
い
方
で
は
、
き

っ
と
当
局
の
検
閲
を
免
れ
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
絵
画
に
込

め
た
社
会
主
義
へ
の
熱
い
思
い
が
垣
間
見
え
る
よ
う
で
は
な
い
か
。」
と
、
メ
ー
デ

ー
の
言
い
換
え
と
解
釈
し
、
作
品
に
社
会
主
義
的
な
意
図
を
見
出
す
。

　

ま
た
尾
崎
真
人
は
、
題
名
と
画
面
の
構
成
要
素
と
の
繫
が
り
に
つ
い
て
萬
木
の

「
動
的
な
都
市
」
イ
メ
ー
ジ
説
で
は
関
連
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、「
同

時
代
の
柳
瀬
正
夢
の
置
か
れ
た
社
会
的
状
況
か
ら
、
赤
・
緑
・
黄
土
・
鉄
色
の
矩
形

イ
メ
ー
ジ
を
メ
ー
デ
ー
の
折
り
の
筵
旗
や
組
合
旗
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
か
」
と
言

う
。
そ
し
て
「
3
」
や
「
弧
形
」
を
は
た
め
く
組
合
旗
に
、
そ
こ
か
ら
延
び
る
線
を

旗
竿
に
、
ネ
ジ
釘
や
安
全
ピ
ン
は
旗
の
文
字
、
波
線
は
筵
旗
の
質
感
と
見
て
、「
矩

形
の
原
イ
メ
ー
ジ
を
筵
旗
や
組
合
旗
と
考
え
る
と
、
矩
形
の
〈
回
転
運
動
〉
に
み
ら

れ
る
ア
ナ
ー
キ
ー
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
力
と
合
致
し
て
く
る
。」
と
す
る
。
題
名
の
「
五

月
の
朝
」
を
「
メ
ー
デ
ー
の
朝
」
と
見
る
点
で
は
野
崎
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
朝
飯

前
の
私
」
は
「
文
字
通
り
意
味
を
取
る
と
、「
メ
ー
デ
ー
の
朝
」
の
前
段
階
の
私
と

考
え
る
の
が
素
直
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
労
働
運
動
」
へ
の
直
接
行
動
を
目
前
に
し

て
、
佇
む
柳
瀬
正
夢
の
心
情
吐
露
が
伺
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。」
と
「
柳
瀬
の
社

会
化
す
る
絵
画
」
意
識
を
表
現
の
上
で
も
色
濃
く
反
映
さ
せ
た
作
品
で
、「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
美
術
」
と
し
て
先
行
す
る
一
例
で
は
な
い
か
」
と
す
る
。

四　
「
風
景
」
と
「
メ
ー
デ
ー
」
か
ら
の
解
放

　

こ
の
絵
の
題
名
と
主
題
、
作
者
の
心
情
と
は
、
ど
こ
ま
で
結
び
付
け
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
萬
木
が
こ
の
絵
の
主
題
を
、
田
園
や
海
の
よ
う
な
自
然
景
で
は
な
く
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
喧
騒
に
満
ち
た
都
市
で
の
生
活
感
覚
」
で
あ
る
と
言
い
、
風
景
と
す
る

根
拠
は
、「
市
街
地
風
景
」
と
い
う
仮
題
に
あ
る
。「
一
定
間
隔
に
並
べ
ら
れ
た
点
の

集
合
に
よ
る
矩
形
が
、
な
る
ほ
ど
ビ
ル
の
窓
に
見
え
な
く
も
な
い
。
ま
た
弧
状
の
ス

ク
ラ
ッ
チ
が
高
速
で
回
転
す
る
物
体
の
動
き
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
波
状
の
ス
ク
ラ
ッ

チ
が
都
市
の
振
動
と
騒
音
を
連
想
さ
せ
る
と
言
わ
れ
れ
ば
、
た
し
か
に
そ
れ
も
う
な

ず
け
る
。」
と
、
仮
題
な
が
ら
「
こ
の
作
品
の
気
分
は
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
。

　

し
か
し
そ
の
仮
題
は
「
戦
後
に
第
三
者
に
よ
っ
て
仮
に
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
」
も
の
で
あ
る
。
仮
題
を
外
し
て
見
る
と
き
、
こ
の
絵
の
主
題
が
風
景
で
あ
る

と
い
う
前
提
は
、
ど
こ
に
も
な
く
な
る
。
こ
の
絵
の
主
題
は
、
作
品
そ
れ
自
体
と
、

そ
の
特
徴
的
な
題
名
か
ら
探
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
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そ
こ
で
野
崎
は
、
柳
瀬
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
た
こ
と
と
柳
瀬
のM

へ
の

こ
だ
わ
り
か
ら
考
察
し
、「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
の
「
朝
飯
前
」
を
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
メ
ー
デ
ー
を
意
味
す
るprem

ier 
m
ai

の
プ
レ
ミ
ー
ル
か
ら
英
語
で
連

想
し
た
「
食
事
前
」
と
解
釈
し
、
社
会
主
義
的
な
作
品
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
題

名
を
、
直
接
的
な
言
い
方
で
当
局
か
ら
検
閲
を
受
け
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の
「
メ

ー
デ
ー
」
の
言
い
換
え
と
見
る
。
尾
崎
も
ま
た
「
五
月
の
朝
」
を
「
メ
ー
デ
ー
」
と

解
釈
し
て
、
画
面
を
メ
ー
デ
ー
の
集
会
の
人
々
と
組
合
旗
、「
朝
飯
前
の
私
」
を
そ

の
前
段
階
の
柳
瀬
と
解
釈
し
、
労
働
運
動
に
参
入
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
柳
瀬
の
心

象
風
景
と
解
釈
す
る
。

　

し
か
し
「
五
月
の
朝
」
は
果
た
し
て
「
メ
ー
デ
ー
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
一
九
二
〇
年
に
始
め
ら
れ
た
日
本
の
メ
ー
デ
ー
が
禁
止
さ
れ

た
の
は
、
一
九
三
六
年
の
戒
厳
令
以
後
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
、
震
災
前
の
第
四
回

メ
ー
デ
ー
は
、
ま
だ
非
合
法
活
動
で
は
な
く
、
当
局
の
検
閲
を
恐
れ
て
他
の
言
葉
に

言
い
換
え
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
メ
ー
デ
ー
の
群
衆
の
中
に
加
わ
る
こ
と
、
絵
の
題
名
に
メ
ー
デ
ー
の
名
を

冠
す
る
こ
と
を
社
会
的
に
は
ば
か
っ
た
に
し
て
は
、
柳
瀬
は
す
で
に
『
種
蒔
く
人
』

の
同
人
で
あ
り
、
過
激
思
想
取
締
法
に
反
対
す
る
自
由
思
想
組
合
に
参
加
し
、
出
版

従
業
員
組
合
創
立
総
会
に
も
参
加
し
て
い
）
13
（

る
。
い
ま
さ
ら
と
い
う
他
は
な
い
。

　

な
に
よ
り
こ
の
マ
ヴ
ォ
第
一
回
展
目
録
で
は
、
柳
瀬
の
作
品
の
筆
頭
に
「
イ
ン
タ

ア
ナ
シ
オ
ナ
ル
の
歌
」
と
い
う
題
名
の
作
品
が
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
に
「
五

月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
が
、
メ
ー
デ
ー
を
題
材
と
し
た
社
会
主
義
的
題
材
の
作
品

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
目
録
の
よ
う
に
日
常
的
な
名
称
の
後
方
の
作
品
群
の
中
で

な
し
に
、
堂
々
と
メ
ー
デ
ー
と
い
う
言
葉
を
題
名
に
入
れ
て
、
こ
の
「
イ
ン
タ
ア
ナ

シ
オ
ナ
ル
の
歌
」
と
並
べ
て
掲
載
さ
れ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　
「
五
月
の
朝
」
が
メ
ー
デ
ー
の
隠
喩
で
な
い
と
な
れ
ば
、
作
品
の
主
題
も
必
ず
し

も
メ
ー
デ
ー
や
社
会
主
義
と
の
結
び
付
き
か
ら
解
釈
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
鮮
烈

に
見
え
た
朱
赤
や
黄
土
、
鉄
色
、
緑
と
い
う
色
使
い
も
、
同
時
期
の
政
治
的
意
図
の

薄
い
と
思
わ
れ
る
他
の
作
品
の
「
仮
睡
」
や
、「
ヤ
ア
失
敬
」、「
Ｍ
Ｖ
」
と
呼
ば
れ

る
数
点
と
比
較
し
た
と
き
、
絵
具
の
色
使
い
は
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
絵
で
社

会
主
義
や
筵
旗
の
象
徴
と
見
ら
れ
た
朱
赤
や
黄
土
が
使
わ
れ
る
割
合
は
、
こ
れ
ら
の

作
品
よ
り
も
む
し
ろ
少
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
作
品
の
主
題
は
何
か
、
題

名
の
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
た
い
。

五　
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」

　

メ
ー
デ
ー
を
意
味
す
る
の
で
な
い
な
ら
ば
、「
五
月
の
朝
」
と
は
柳
瀬
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
例
え
ば
作
品
が
描
か
れ
た
一
九
二
三
年
の
、
五

月
五
日
の
柳
瀬
の
日
）
14
（
記
を
見
た
い
。

　

柳
瀬
を
起
こ
し
た
の
は
Ｕ
女
で
あ
っ
た
。
両
手
を
取
っ
て
「
サ
ア
起
る
ん
で

す
よ
」「
今
度
こ
そ
は
本
当
に
、
さ
あ
」
眠
い
朝
男
は
バ
タ
〳
〵
と
床
に
□マ
マ

っ

た
。
春
と
初
夏
と
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
だ
、
春
な
ん
だ
ね
え
。（
後
略
）

未
来
派
芸
術
協
会
の
解
散
を
目
前
と
し
、
マ
ヴ
ォ
結
成
を
翌
月
に
控
え
た
月
で
あ
る

が
、
一
方
で
柳
瀬
は
、
こ
の
年
の
内
に
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
下
宿
先
の
娘
、
青
木

梅
子
と
恋
愛
中
で
も
あ
っ
た
。
Ｕ
女
は
恐
ら
く
梅
子
で
あ
り
、
ま
る
で
小
説
の
主
人

公
の
よ
う
に
自
分
を
三
人
称
で
書
く
柳
瀬
の
五
月
の
朝
は
、
い
か
に
も
モ
ダ
ン
ボ
ー

イ
ら
し
く
陽
気
で
瑞
々
し
い
。

　

い
さ
さ
か
気
取
っ
た
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
と
い
う
題
名
は
、
こ
の
よ
う

な
五
月
当
時
の
日
記
の
気
分
の
延
長
線
上
に
考
え
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
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柳
瀬
正
夢
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
の
制
作
動
機　
　
　

山
本
陽
子

強
烈
に
見
え
た
朱
赤
や
黒
紫
も
、「
ヤ
ア
失
敬
」
や
「
Ｍ
Ｖ
」
と
同
様
に
、
従
来
の

柳
瀬
の
パ
レ
ッ
ト
に
あ
る
色
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、「
五
月
の
朝
」
の

気
分
に
反
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
れ
で
は
「
朝
飯
前
の
私
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
通
常
「
朝
飯

前
」
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
易
々
と
で
き
る
仕
事
を
言
う
。
し
か
し
、
や
や
ひ
ね
っ

た
物
言
い
で
は
、
原
義
を
わ
ざ
と
外
し
て
、
文
字
通
り
人
が
朝
食
前
に
す
る
こ
と
を

指
す
。
例
え
ば
北
村
薫
の
短
編
小
説
「
笑
）
15
（
顔
」
の
「
朝
飯
前
」
を
も
ら
う
場
面
で
は
、

―

こ
れ
が
《
朝
飯
前
》
？

　

何
だ
か
知
り
た
く
て
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
開
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
出
て
来
た

の
は
、
洗
顔
ク
リ
ー
ム
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
、《
朝
飯
の
前
に
は
顔
を
洗
う
だ

ろ
う
》
と
い
う
わ
け
で
す
。（
後
略
）

と
、「
朝
飯
前
」
の
後
者
の
意
味
が
朝
食
前
に
す
る
身
支
度
を
表
す
機
知
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
柳
瀬
の
題
名
も
、
こ
の
言
葉
を
あ
え
て
文
字
通
り
後
者
の
意
味
で
使

っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

朝
食
前
に
ま
ず
洗
顔
な
ど
の
身
繕
い
を
す
る
こ
と
が
、
近
代
国
家
の
衛
生
理
念
の

一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
九
〇
〇
年
に
啓
蒙
の
た
め
に
作
ら
れ
た
「
衛
生

唱
）
16
（

歌
」
の
二
番
に
「
よ
る
は
八
時
に
ね
ま
に
入
り　

朝
は
七
時
に
床
を
い
で
／
よ
く

口
す
す
ぎ
眼
を
洗
い　

顔
を
拭
い
て　

髪
を
と
け
／
食
は
必
ず
よ
く
か
み
て　

静
か

に
咽
を
の
み
く
だ
せ
（
後
略
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
判
）
17
（

る
。
そ
し
て
若
い
柳
瀬
が

相
当
身
だ
し
な
み
に
気
を
遣
う
男
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
柳
瀬
の
小
遣

い
）
18
（
帳
に
、
絵
具
や
カ
ン
バ
ス
な
ど
と
並
ん
で
、
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
、
靴
墨
、
靴
ブ
ラ
シ
、

歯
ブ
ラ
シ
（
靴
用
）
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　

近
代
の
男
が
「
朝
飯
前
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
だ
し
な
み
に
は
、
洗
顔
と

歯
磨
き
の
他
に
も
う
一
つ
、
髭
剃
り
が
あ
る
。
明
治
時
代
は
髭
を
生
や
す
こ
と
が
官

吏
、
学
者
、
教
員
、
軍
人
か
ら
始
ま
っ
て
民
間
に
ま
で
普
及
し
）
19
（
た
も
の
の
、「
大
正
、

昭
和
時
代
に
か
か
る
と
し
だ
い
に
納
ま
り
、
と
く
に
外
国
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
く

る
と
、
ヒ
ゲ
は
、
軍
人
や
政
治
家
な
ど
に
限
ら
れ
る
よ
う
）
20
（
に
」
な
っ
た
と
い
う
。
な

る
ほ
ど
柳
瀬
の
描
く
村
上
ら
マ
ヴ
ォ
同
人
た
ち
の
顔
に
も
、
髭
は
な
い
。

　

肖
像
写
真
で
見
る
柳
瀬
自
身
の
頰
も
つ
る
つ
る
に
見
え
る
が
、
本
来
は
髭
の
濃
い

質
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
熱
を
出
し
て
寝
込
ん
で
い
た
回
復
際
の
同
月
二
十
二
日
の
日

記
に
、「
此
の
髭
の
の
び
上
が
っ
た
ク
マ
ソ
の
様
な
柳
瀬
の
顔
を
よ
く
覚
え
て
お
い

で
」
と
あ
る
。
実
際
、
後
年
獄
中
に
在
っ
た
柳
瀬
の
写
真
で
は
、
仙
人
の
よ
う
に
長

く
伸
び
た
髭
面
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
質
な
ら
ば
、
朝
飯
前
の
身
だ
し
な
み
に
、

髭
剃
り
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

髭
剃
り
用
の
レ
ザ
ー
（
西
洋
剃
刀
）
は
「
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
の
頃
に
は
ヘ

ン
ケ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
ゾ
リ
ン
ゲ
ン
製
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
製
の
レ
ザ
ー
が
二
〇

数
種
類
も
輸
入
さ
れ
、
一
般
の
人
た
ち
も
ヒ
ゲ
ソ
リ
、
顔
ソ
リ
に
使
う
よ
う
に
」
な

り
、
翌
年
に
は
追
っ
て
国
産
の
レ
ザ
ー
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
正
十
年
代

に
は
ジ
レ
ッ
ト
が
開
発
し
た
Ｔ
字
型
安
全
カ
ミ
ソ
リ
の
普
及
に
伴
っ
て
、
日
本
各
地

で
類
似
品
の
製
造
が
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
）
21
（

た
と
い
う
。

　

ま
た
洗
顔
石
鹼
も
、
舶
来
品
に
頼
る
時
代
か
ら
国
産
の
高
級
品
の
発
売
を
経
て
、

こ
の
時
代
よ
う
や
く
一
般
階
級
に
ま
で
普
及
し
つ
つ
あ
っ
）
22
（

た
ハ
イ
カ
ラ
な
洋
品
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
代
の
髭
剃
り
と
い
う
行
為
に
は
、
欧
米
文
化
や
技
術
革
新

に
ま
つ
わ
る
小
洒
落
た
雰
囲
気
が
漂
う
。「
朝
飯
前
の
私
」
と
い
う
言
葉
は
、
柳
瀬

自
身
が
カ
ミ
ソ
リ
と
洗
顔
石
鹼
と
い
う
モ
ダ
ン
な
小
道
具
で
の
髭
剃
り
に
由
来
し
た

も
の
で
は
な
い
か
。
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し
か
し
、
こ
の
「
春
と
初
夏
と
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
だ
、
春
な
ん
だ
ね
え
。」
と
い
う
、

う
ら
ら
か
な
五
月
の
朝
や
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
の
髭
剃
り
は
、
緑
と
赤
や
黄
土
や
黒
が
入

り
交
じ
り
、
鋭
角
的
な
ス
ク
ラ
ッ
チ
の
集
積
で
作
ら
れ
た
こ
の
絵
と
、
一
体
ど
こ
で

結
び
つ
き
得
る
の
か
。

　

画
題
は
必
ず
し
も
、
作
品
の
内
容
や
雰
囲
気
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
柳
瀬

の
こ
の
絵
で
際
立
っ
て
他
と
異
な
る
の
は
、
題
名
と
そ
の
技
法
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば

題
名
は
、
特
異
な
技
法
の
由
来
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
筆
や
ブ
ラ
シ

を
使
わ
ず
に
、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
か
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
の
類
で
、
絵
具
を
擦

り
込
む
よ
う
に
塗
り
つ
け
、
こ
そ
げ
て
は
広
げ
て
ゆ
く
こ
の
絵
の
技
法
は
、
泡
立
て

た
石
鹼
を
肌
の
上
に
塗
り
、
泡
ご
と
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
で
剃
っ
て
ゆ
く
行
為
と
近
似
し

て
い
る
。

　

入
念
に
泡
立
て
ら
れ
た
石
鹼
の
自
在
さ
は
、
油
絵
具
の
柔
ら
か
さ
に
も
近
い
。
肌

の
上
に
展
開
す
る
カ
ミ
ソ
リ
の
剃
り
跡
が
作
る
模
様
に
、
柳
瀬
は
着
目
し
た
の
で
は

な
い
か
。
石
鹼
を
油
絵
具
に
、
カ
ミ
ソ
リ
を
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
に
持
ち
換
え
て
、
皮

膚
の
代
り
に
キ
ャ
ン
バ
ス
を
、
ち
ゃ
ぶ
台
の
上
に
平
置
き
す
る
。
馴
染
ん
だ
色
の
絵

具
を
絞
り
出
し
、
キ
ャ
ン
バ
ス
を
回
し
な
が
ら
、
先
ほ
ど
の
髭
剃
り
の
行
為
の
如
く
、

柔
ら
か
い
物
体
を
塗
り
つ
け
て
は
こ
そ
げ
て
ゆ
け
ば
、「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」

の
下
地
が
出
現
す
る
。

　

絵
具
が
ま
だ
乾
か
な
い
そ
の
上
か
ら
、
棒
状
の
も
の
で
縦
横
波
状
に
引
搔
い
て
、

平
行
す
る
筋
を
つ
け
、
さ
ら
に
櫛
や
安
全
ピ
ン
や
ネ
ジ
釘
と
い
っ
た
日
用
品
を
印
判

と
し
て
、
絵
具
を
つ
け
て
は
押
し
し
て
模
様
を
作
っ
て
ゆ
く
〈
図
3
〉。
署
名
だ
け

は
丁
寧
に
、
マ
ッ
チ
の
軸
木
に
絵
具
を
付
け
て
、
ビ
ー
ズ
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
押
さ

れ
る
〈
図
2
参
照
〉。
サ
イ

ン
が
極
め
て
細
密
な
判
押
し

作
業
で
あ
る
こ
と
、
キ
ャ
ン

バ
ス
の
底
辺
に
対
し
て
斜
め

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵

が
イ
ー
ゼ
ル
の
上
で
は
な
く

卓
に
平
置
き
に
し
て
作
業
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
判
る
。

　

そ
れ
が
即
興
的
な
制
作
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
キ
ャ
ン
バ

ス
が
四
月
に
展
覧
さ
れ
た
ば

か
り
の
「
潜
む
暴
力
」
の
裏

面
で
あ
る
こ
と
、
絵
具
が
同

時
期
の
柳
瀬
の
他
の
作
品
と

同
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
推

測
で
き
る
。
髭
剃
り
と
い
う

日
常
生
活
の
行
為
中
に
着
想

さ
れ
た
こ
と
は
、
櫛
や
安
全

ピ
ン
と
い
う
、
洗
面
棚
周
り

の
道
具
類
が
使
用
さ
れ
て
い

る
状
況
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。

　

そ
れ
は
、
キ
ャ
ン
バ
ス
と

油
絵
具
以
外
の
画
材
を
排
除
し
、
あ
え
て
卑
近
な
日
用
品
を
使
い
回
す
こ
と
に
よ
っ

て
完
結
し
た
、
実
験
的
な
絵
画
制
作
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
柳
瀬
に
は
、「
五
月
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柳
瀬
正
夢
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
の
制
作
動
機　
　
　

山
本
陽
子

の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
と
同
じ
技
法
の
類
品
は
な
い
。
突
発
的
に
始
め
ら
れ
た
、
一

回
性
の
作
品
で
あ
っ
た
故
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
作
品
に
、
主
題
も
意
味
も
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
こ
そ
が
柳
瀬
の
考
え
る
「
ダ
ダ
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
ダ
ダ
は
意

味
を
否
定
す
る
芸
術
運
動
で
あ
り
、
マ
ヴ
ォ
は
そ
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
芸
術

集
団
で
あ
っ
た
。
し
か
し
作
為
的
に
「
無
意
味
」
な
作
品
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
。

例
え
ば
、
同
時
に
出
品
さ
れ
た
「
ヤ
ア
失
敬
」
や
「
仮
睡
」
も
そ
の
発
想
に
遡
れ
ば
、

図
様
の
意
味
が
透
け
て
見
え
そ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
は
実
験
的
な
行
為
の
形
跡
で
あ
る
た
め
、

図
様
自
体
は
意
味
を
持
た
ず
に
済
む
。
そ
の
題
名
も
行
為
を
表
す
も
の
で
は
あ
っ
て

も
、
絵
の
意
味
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。
特
異
な
技
法
で
作
ら
れ
た
「
無
意
味
」
な

作
品
、
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
柳
瀬
は
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」

を
マ
ヴ
ォ
第
一
回
展
に
出
品
し
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
に
お
け
る
自
ら
の
代
表
作
と
し
て
高

値
を
付
け
、
展
覧
会
図
録
に
図
版
を
掲
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結

　

本
論
で
は
、
特
異
な
技
法
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
柳
瀬
正
夢
の
「
五
月
の
朝
と
朝

飯
前
の
私
」
を
、
そ
の
題
名
を
糸
口
と
し
て
、
髭
剃
り
時
の
石
鹼
の
泡
と
カ
ミ
ソ
リ

の
軌
跡
か
ら
発
想
さ
れ
、
そ
の
行
為
を
油
絵
具
と
キ
ャ
ン
バ
ス
に
移
し
て
行
わ
れ
た
、

即
興
的
な
作
品
と
考
察
し
た
。

　

こ
の
見
解
に
基
づ
け
ば
、
当
作
品
の
意
義
は
制
作
の
行
為
に
こ
そ
あ
れ
、
作
品
自

体
は
主
題
も
意
味
も
持
た
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
野
崎
た
み
子
の
い
う

「
社
会
主
義
へ
の
思
い
」（
註
2
⑤
参
照
）
や
、
尾
崎
真
人
が
み
る
「「
労
働
運
動
」

へ
の
直
接
行
動
を
目
前
に
し
て
、
佇
む
柳
瀬
正
夢
の
心
情
吐
露
」（
註
2
⑦
参
照
）

と
い
う
よ
う
な
崇
高
な
思
想
性
は
、
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
そ
れ
は
こ
の
絵
の
欠
点
で
あ
ろ
う
か
。
具
象
的
な
油
絵
か
ら
始
ま
り
、
未

来
派
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
、
様
々
な
形
態
の
挿
絵
、
装
幀
、
ポ
ス
タ
ー
、
政
治
風
刺
漫
画
、

再
び
具
象
絵
画
と
、
長
い
と
は
言
え
な
い
生
涯
の
中
で
、
実
に
幅
の
広
い
多
彩
な
表

現
を
行
っ
て
き
た
柳
瀬
で
あ
る
。
そ
の
社
会
主
義
に
傾
倒
す
る
直
前
の
時
期
の
、
思

想
性
さ
え
も
排
除
し
た
、
極
め
て
純
粋
に
ダ
ダ
的
な
実
験
的
作
品
と
し
て
、
あ
ら
た

め
て
本
作
品
を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

題
名
の
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
に
は
、
そ
の
発
想
と
制
作
過
程
が
潜
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
柳
瀬
は
、
こ
の
持
っ
て
回
っ
た
題
名
の
意
味
を
、
同
人

た
ち
に
な
ん
と
説
明
し
た
の
だ
ろ
う
。「
画
題
な
ん
て
何
ふ
せ
何
ふ
だ
っ
て
善
い
ん

だ
し
」（
註
11
参
照
）
と
韜
晦
し
た
の
か
、
或
い
は
「
季
候
が
よ
か
っ
た
か
ら
、
ち

ょ
っ
と
遊
ん
で
み
た
」
と
で
も
言
っ
た
の
か
。「
朝
飯
前
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
そ

の
よ
う
な
当
作
品
の
即
興
性
も
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

註（
1
）　

浅
野
徹
「
柳
瀬
正
夢
研
究
の
展
開
」『
柳
瀬
正
夢　

反
骨
の
精
神
と
時
代
を
見
つ
め
る
眼
』（
同
展

図
録
）
十
三
〜
十
五
頁　

柳
瀬
正
夢
研
究
会　

一
九
九
九
年
。
本
論
文
の
図
版
も
同
書
に
拠
る
。

（
2
）　

①
浅
野
徹
「
柳
瀬
正
夢
一
面―

大
正
前
衛
画
家
の
一
典
型
」『
三
彩
』
三
七
一
号　

四
十
三
〜
四

十
九
頁　

一
九
七
八
年
、
②
萬
木
康
博
「
解
体
す
る
絵
画―

《
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
》」『
日
本

の
近
代
美
術
』
七
「
前
衛
芸
術
の
実
験
」　

六
十
五
〜
七
十
四
頁　

大
月
書
店　

一
九
九
三
年
、
③

五
十
殿
利
治　

第
九
章
「
マ
ヴ
ォ
の
運
動
」『
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
』
四
五
三
〜
五
六
四
頁　

ス
カ
イ
ド
ア　

一
九
九
五
年
、
④
井
出
孫
六
「
第
十
章　

こ
う
し
て
マ
ヴ
ォ
は
生
ま
れ
た
」『
ね
じ
釘

の
如
く　

画
家
・
柳
瀬
正
夢
の
軌
跡
』
一
八
三
〜
二
〇
二
頁　

岩
波
書
店　

一
八
八
六
年
（
初
出
は

『
世
界
』
一
九
九
五
〜
一
九
九
六
年
）、
⑤
野
崎
た
み
子
「
柳
瀬
正
夢
の
「
マ
ヴ
ォ
」―

新
収
蔵
の
六
冊

の
日
記
か
ら
」『
東
京
都
現
代
美
術
館
紀
要
』
三
号　

十
四
〜
二
十
三
頁 

一
九
九
七
年
、
⑥
野
崎
た

み
子
「
柳
瀬
正
夢
の
「
マ
ヴ
ォ
」（
そ
の
二
）
Ｍ
Ｖ
か
ら
ね
じ
釘
へ
」『
東
京
都
現
代
美
術
館
紀
要
』

四
号
二
十
六
〜
三
十
三
頁　

一
九
九
八
年
、
⑦
尾
崎
眞
人
「「
個
」
の
解
体
と
「
手
技
」
か
ら
の
解

放
と―

或
い
は
柳
瀬
正
夢
の
《
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
》」『
柳
瀬
正
夢　

反
骨
の
精
神
と
時
代
を
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
十
九
号　

二
〇
一
一
年

見
つ
め
る
眼
』（
同
展
図
録
）
二
十
一
〜
二
十
四
頁　

柳
瀬
正
夢
研
究
会　

一
九
九
九
年
、
な
ど

（
3
）　
「
こ
の
作
品
の
裏
に
別
の
作
品
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
柳
瀬
信
明
氏
か
ら
の
寄
託
資
料
の
な
か
に

「
未
来
派
美
術
協
会
習
作
展
覧
会
出
品　

潜
む
暴
力　

柳
瀬
正
夢
」
の
写
真
絵
葉
書
が
あ
り
、
同
一

の
図
柄
な
の
で
作
品
名
、
出
品
名
と
も
確
認
で
き
た
。」
萬
木
康
博
「
図
版
解
説
二
十
四
」『
柳
瀬
正

夢
展　

大
正
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
旗
手　

そ
の
知
ら
れ
ざ
る
青
春
』
図
録
五
十
五
頁　

朝
日
新
聞
社　

一
九
八
六
年

（
4
）　
「
マ
ヴ
ォ
第
一
回
展
覧
会
目
録
」『
マ
ヴ
ォ
』
復
刻
版
（
付
録
）
八
号
（
一
九
九
一
年　

日
本
近
代

文
学
館
に
よ
る
復
刻
版
）

（
5
）　

五
十
殿
利
治
「〈
前
衛
〉
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
生
成
」『
武
蔵
野
美
術
』
第
八
十
一
号　

八
〜
二
十
三

頁　

一
九
九
一
年

（
6
）　

萬
木
康
博
「
柳
瀬
正
夢
「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
に
つ
い
て
」『
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
』
五
〜

六
頁
、
一
九
七
八
年　

東
京
都
美
術
館

（
7
）　
「
市
街
地
」
ま
つ
や
ま
・
ふ
み
お
『
柳
瀬
正
夢
』
八
頁　

五
味
書
店　

一
九
五
六
年　

し
か
も
こ

の
図
版
で
は
、
サ
イ
ン
の
あ
る
下
部
が
二
〇
％
ほ
ど
切
ら
れ
て
長
方
形
の
図
版
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
）　

海
野
弘
「
ネ
ジ
釘
よ
人
の
怒
り
と
愛
を
語
れ―
展
覧
会
か
ら
﹇
柳
瀬
正
夢
遺
作
展
﹈」『
美
術
手

帖
』
四
三
四
号　

一
〇
六
〜
一
二
五
頁　

一
九
七
八
年

（
9
）　

本
来
、
柳
瀬
は
上
下
感
覚
の
き
ち
ん
と
し
た
絵
を
描
く
性
格
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
後
の
素
描
や
覚

え
書
き
の
よ
う
な
絵
で
も
、
紙
に
対
し
て
斜
め
に
描
か
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
東
京
都
現
代

美
術
館
美
術
図
書
室
所
蔵
分
の
柳
瀬
の
自
筆
資
料
（
柳
瀬
の
遺
族
か
ら
当
初
、
国
立
近
代
美
術
館
に

寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
東
京
都
現
代
美
術
館
美
術
図
書
室
に
移
さ
れ
て
「
柳
瀬
文
庫
」
と
し
て
所
蔵
さ

れ
て
い
る
）
に
は
、「
五
月
の
朝
と
朝
飯
前
の
私
」
制
作
と
重
な
る
と
思
し
き
一
九
二
三
年
五
月
五

日
か
ら
八
月
一
日
を
含
む
日
記
（
一
九
二
二
年
十
一
月
二
十
八
日
〜
三
十
日
・
一
九
二
三
年
五
月
五

日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
の
日
記
（
柳
七
一
七
）、
一
九
二
三
年
六
月
八
日
〜
二
十
九
日
・
七
月
二
十

九
日
〜
八
月
一
日
ま
で
の
日
記
（
柳
七
一
八
））
と
、
マ
ヴ
ォ
結
成
前
後
の
同
人
た
ち
を
描
い
た
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
（
一
九
二
三
年
頃
、
マ
ヴ
ォ
同
人
似
顔
絵
（
柳
一
九
四
））
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
日
記
は
断
続
的
な
が
ら
、
縦
罫
の
ノ
ー
ト
に
几
帳
面
に
書
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
も
、

書
か
れ
る
文
字
の
角
度
は
一
定
し
て
い
る
。

　
　
　

と
こ
ろ
が
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
一
枚
だ
け
例
外
が
あ
る
。「
村
山
知
義
之
像
」
と
あ
り
膝
を
抱
え

て
座
る
マ
ヴ
ォ
同
人
村
山
知
義
を
真
横
か
ら
描
い
た
も
の
で
、
お
か
っ
ぱ
の
前
髪
は
几
帳
面
に
定
規

で
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
添
え
ら
れ
た
文
章
は
、「
此
の
爬
虫
類
／
が　

い
ま
／
淫
奔
に
／

下
唇
を
／
突
き
出
し
／
よ
そ
か
ら
見
／
る　

と
／
た
と
ひ　

お
か
／
し
く
と
も
／
な
ん
で
構
は　

ふ

（
以
下
略
）」
と
、
そ
の
冒
頭
部
分
の
単
語
が
こ
と
さ
ら
逆
さ
や
、
横
向
き
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

マ
ヴ
ォ
結
成
直
前
の
未
来
派
美
術
協
会
展
の
ポ
ス
タ
ー
で
も
、
柳
瀬
は
「
未
来
派
」
の
文
字
を
斜

め
に
、「
美
術
協
会
」
を
半
円
形
に
配
し
（
註
5
図
版
参
照
）、
ま
た
村
山
知
義
の
第
一
回
マ
ヴ
ォ
展

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
表
紙
も
、
木
版
画
中
で
「M

avo

」
が
横
を
向
き
「
Ｍ
Ｖ
」
は
逆
さ
ま
で
あ
る
。
翌

年
、
柳
瀬
の
装
幀
の
『
マ
ヴ
ォ
』
創
刊
号
（『
マ
ヴ
ォ
』
創
刊
号
一
九
二
四
年
（
一
九
九
一
年　

日

本
近
代
文
学
館
に
よ
る
復
刻
版
））
も
、
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
と
数
字
と
詩
は
九
〇
度
ず
つ
異
な
る
方

向
を
向
き
、
柳
瀬
の
詩
の
あ
る
頁
も
「
旧
作
詩
三
編
と
つ
け
た
り
」
と
「
蓖
麻
子
油
の
一
空
瓶
と
男

一
匹
」
は
直
角
に
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
「
資
本
家
の
ヨ
ダ
レ
の
長
さ
」
は
逆
向
き
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、

コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
写
真
や
文
字
は
、
上
下
さ
ま
ざ
ま
な
向
き
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

同
一
画
面
内
で
一
部
分
の
上
下
と
縦
横
を
意
図
的
に
変
え
る
と
い
う
未
来
派
美
術
協
会
か
ら
マ
ヴ
ォ

に
か
け
て
の
感
覚
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
に
ど
の
角
度
の
展
示
も
、
不
自
然
で
は
な
い
。

（
10
）　
『
柳
瀬
正
夢　

反
骨
の
精
神
と
時
代
を
見
つ
め
る
眼
』
展　

於
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

一
九

九
〇
年
。

（
11
）　

東
京
都
現
代
美
術
館
美
術
図
書
室
「
柳
瀬
文
庫
」『
日
記
』
十
一
月
三
日
〜
二
十
五
日
（
柳
七
一

六
）
三
日
付

（
12
）　

図
様
か
ら
付
け
ら
れ
た
題
名
と
類
推
さ
れ
る
「
ヤ
ア
失
敬
」「
仮
睡
」
を
除
く
。

（
13
）　

武
井
利
人
（
柳
瀬
信
明
・
甲
斐
繁
人
協
力
）「
略
年
譜
・
柳
瀬
正
夢
の
軌
跡
」『
柳
瀬
正
夢　

反
骨

の
精
神
と
時
代
を
見
つ
め
る
眼
』
一
一
三
〜
一
一
五
頁　

柳
瀬
正
夢
研
究
会　

一
九
九
九
年
、
参
照
。

（
14
）　

東
京
都
現
代
美
術
館
美
術
図
書
室
「
柳
瀬
文
庫
」『
日
記
』
一
九
二
三
年
五
月
五
日
〜
六
月
七
日

（
柳
七
一
七
）
五
日
付

（
15
）　

初
出
『
小
説
新
潮
』
二
〇
〇
三
年
一
月
号
、（『
語
り
女
た
ち
』
六
十
七
頁　

新
潮
社　

二
〇
〇
四

年
）

（
16
）　

三
島
通
良
作
詞　

鈴
木
米
次
郎
作
曲

（
17
）　

小
野
芳
朗
「
衛
生
唱
歌
」『〈
清
潔
〉
の
近
代
』
一
一
六
〜
一
二
〇
頁
講
談
社　

一
九
九
七
年

（
18
）　

東
京
都
現
代
美
術
館
美
術
図
書
室
「
柳
瀬
文
庫
」『
創
作
ノ
ー
ト
』
十
二
（
一
九
二
〇
年
代　

小

遣
い
帳
あ
り
）（
柳
一
六
〇
）

（
19
）　

春
山
行
夫
「
ヒ
ゲ
」『
お
し
ゃ
れ
の
文
化
史　

Part2

』
一
六
八
〜
二
一
七
頁　

平
凡
社　

一
九

七
七
年

（
20
）　

竹
内
康
起
『
カ
ミ
ソ
リ
史
記　

貝
殻
か
ら
二
枚
刃
ま
で
』
二
十
六
頁　

日
本
マ
ン
パ
ワ
ー
出
版　

一
九
九
四
年

（
21
）　

フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃
刀
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃
刀
70
年
史
』
五
〜
七
頁　

二
〇
〇

三
年

（
22
）　
「
蓋
し
国
民
生
活
の
程
度
低
く
衛
生
思
想
亦
幼
稚
な
る
時
代
に
於
て
は
石
鹼
は
一
般
階
級
に
費
消

せ
ら
る
る
こ
と
な
か
り
し
も
現
在
に
於
て
は
保
健
衛
生
の
要
具
と
し
て
各
階
級
共
通
の
必
需
品
と
な

れ
り
」（「
香
料
関
税
の
引
上
げ
と
石
鹼
工
業
の
危
機
」『
国
民
新
聞
』
一
九
二
四
年
十
一
月
二
十
二

日
・
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文
庫
」）


